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1．はじめに
　近年、在留外国人の増加に伴い、我が国における外
国人の出産は増加傾向にある。外国人妊婦は言語・習
慣の違い、経済面など多くの問題を抱えているが、接
する医療者は、言語や文化的な背景に対する知識が少
なく十分に対応できないのが現状である。しかし、健
康管理に対する指導を効果的に行っていくためには、
医療者との円滑なコミュニケーションが必須である。
　当院では、アジア系を中心とした外国人の出産が多
い。日頃から、外国人妊婦と十分なコミュニケーショ
ンをとることができず、保健指導が難しいと感じてい
た。そこで、外国婦人が妊婦として、主体的に健康管
理・出産・育児準備等の課題に取り組むことを目標と
して、妊娠期における保健指導の問題と今後の課題を
事例を通して検討したのでここに紹介する。
IL事例紹介
　E・1氏29歳0経妊0経産主婦
　国籍：中国　　在日年数＝1年6か月
　支援者：日本人の夫
　　　　　E氏の従姉妹（一一一一・年前に当院で出産）
　　　　　E氏の両親（妊娠35週より3か月間来日）
　妊娠22週、妊婦健康診査に対応した助産婦より、日
本語会話力編しいとの情報を得た。助産婦2名が外来
受診時から継続的指導を行うため、プライマリーナー
スとなり受け持った。E氏の指導に際し、以下の問題
点および目標を立案した。
《問題点》＃1．無効な個人コーピング：
　　　　　日本語が片言しか話せない
《目　標》
1．医療者とのコミュニケーションの方法を得ること
　　ができる
2．妊娠経過に必要な情報を得ることができる
3．入院・出産・育児に向けての準備ができる
4．妊娠中の異常時および入院時の連絡ができる
《実施および評価》
1．相談室の利用を勧めたが、積極的な来室はなかっ
　た。こちらからの働きかけで指導に取り組めていた。
コミュニケーション方法として、簡単な日本語での
会話や平仮名・片仮名を用いての説明、絵や漢字の
使用など工夫した。その結果ほぼ理解できていたが、
細かい点は伝わらないことがあった。
2．妊娠経過に対しては、あまりよくわからないよう
なので、計画的に指導を行った（表1参照）。
また、分娩経験のある従姉妹から情報を得るように
勧めた。説明に対して頷いていたが、質問はなく主
に情報提供になった。
3．出産・入院準備品については3回にわたり、絵を
見せながら説明した。一つずつ確認していくと「あ
る」と言って頷き、理解していると思われた。しか
　し、妊娠38週で家庭訪問を行うと、不足している物
品がいくつかあり、指導内容を完全には理解できて
いなかった。
4．入院時の電話連絡の状況を設定し、日本語による
電話連絡の練習を行った。週を重ねる毎に日本語も
上達し、rE・1痛いの10分に1回、タクシー一　10分」
と状況を伝えられるようになった。夜間に陣痛が発
来したたあ、結果として夫が電話をしてきた。適切
な時期に電話があった事から入院時期は理解できて
いた。
lll．考察
　今回E氏との関わりを通して、外国人妊婦に共通す
る二つの問題点を見い出した。そして、その問題点に
対する標準看護計画を考案した。
《＃1．無効な個人コーピンク》　（表2）
　外国人妊婦は、異なる文化風習を持ち、日本語によ
る意志疎通が困難なため、支援が得にくい環境にある。
E氏の症例においても、同様の問題があった。たとえ、
身体的に健康であっても、外国での出産・育児は母国
でのそれと比較して大きな負担を強いられる。妊娠に
ついての情報収集手段やその活用方法がうまく見つけ
られないことで、より多くのストレスが生じると考え、
第一にこの問題点をあげた。
　E氏の症例で述べたように、プライマリーナースが
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関わることで、一貫した指導を行うことができた（T－
1）。あらゆる手段・媒体の活用でコミュニケーション
をはかり信頼関係を築くことにより（T－2）、医療者は
良き理解者となることができる。対象の生活・文化的
背景を重視し可能な範囲内で、日本の文化・風習に適
応できるよう援助が必要である（T－8）。そのためには、
妊娠初期より、外国人特有のデータベースを作成し活
用すべきであろう（表4およびO－1～6）。
　E氏も同様だが、アジア系の人は自己主張力沙ない
（T－9．E－1．2）。この状況を汲んで、反応を見ながら
ゆっくり説明し、話しやすい環境作りに心がけていか
なければならない（T－3）。そこで直接会話でのコミュ
ニケーションがとれるような工夫が必要であり、社会
資源もそのひとつとして活用できる（T－6．7E－4）
　これらの問題の克服は、妊娠期における良好な健康
状態維持のたあの対処行動へとつながる。
《＃2．健康管理の変調》　（表3）
　妊娠は、本来生理的現象である。たとえ妊娠が正常
に経過したとしても、形態的・機能的に母体の全身状
態は大きく変化する。助産婦は、妊婦を望ましい保健
行動に導き、自己能力を高めていく役割を担っている。
当院ではこの実際の場が外来における保健指導である。
　外国人妊婦は、前記の背景から、知識・情報が得に
くく、正常な妊娠経過を経るための予防行動が取りに
くい（O－1．2）。そこで、正常な妊娠経過を経るために
最低限必要な知識・情報を提供しようと考え、目標を
設定し、指導内容を考慮した（E－1～5）。
　E氏へは、一方的な情報提供になり、充分な妊娠経
過に対する理解が得られなかった。そこで、目標達成
のために、指導方法の工夫が必要だと考えた。筆談を
用いたり（T－5）、積極的な家族（支援者・通訳）へのア
プローチ（T－8）又、電話連絡方法のシュミレーション
（T－4）など、指導に対する理解が得られるよう工夫す
る。そして、指導内容が正しく理解されたか必ず確認
をとり（T－7）、客観的に評価していかなければならない。
lV．おわりに
　今回事例を通して、妊娠期における外国婦人の保健
指導のあり方について検討した。その結果、外国人妊
婦に対するデータベースや、標準看護計画の作成に至
った。これらを、実際の場で活用し、さらに評価・修
正していきたい。
　また、産褥期における育児技術習得のための援助も
工夫していきたい。現在、北京語版沐浴ビデオを作成
し指導に活用しているが、好評を得ている。これにと
どまらず、媒体の作成にも取り組んでいこうと考える。
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表1　妊娠経過と保健指導
週数 保健指導項目 妊婦健診時及び指導時の状況
14 ・妊娠と診断される。
18 ・妊娠初期には保健指導が行われていない。
22 ①妊娠初期指導
Aマタニティ相談室利用の勧め
・妊婦健診時に日本語による会話が難しいと判断。
坙{語による説明が理解できないたあ、次回夫と来室するよう話す。　・Hb11。5g／d1
26 ⑧母子手帳の使い方 ・日本語能力について情報収集。
@1）平仮名・片仮名が読める
Q）簡単な日本語が理解できる
R）漢字によりニュアンスがわかる
30 ④妊娠申期指導
D切迫早産
E過剰体重増加
F妊娠中毒症予防
G出産・入院準備品
H貧血予防
・昨夜4回／時の腹部緊満感あり。・非妊時より7．6kg体重増加。・尿蛋白（±）浮腫（±）・母親学級テキストを用いて指導するが内容が過密で混乱の様子。夫へも指導するが、
vは中国語が話せず通訳にならない。理解不十分なためE氏にのみ再指導。
?上で漢字を用いて説明し理解できる。
32 ⑤の確認　　⑩異常時の対処
J入院の時期・方法
・中国語で記した説明文をみて理解できる。・異常時・入院時の電話のかけかたは理解できたが、状態を日本語で言うことはできない。
34 ⑫分娩経過
L呼吸法・補助動作
M病院への電話のかけかた
Eの確認　　⑪の確認
・日本語による説明に対し反応がみられる。・理解するまでの時間も短くなった。・指導⑬は一緒に行うが積極的に実施できない。・指導⑪⑭は日本語で必要な情報が言える。
35 ⑪の確認　　⑬の確認
Kの確認　　⑭の確認
・スタッフに慣れたためかE氏からの発言の回数が増えた。・指導⑬は理解でき、練習に取り組めていた。
36 ⑮乳房マッサージの説明
O救急外来の場所の確認
・乳房ケアの必要性が理解できないため、E氏の持っている中国語版母子手帳を用いる。・新しい指導項目は理解に時間を要するので、繰り返し指導する必要がある。
37 ⑪の確認 ・4回目であり理解できていた。
38 ⑦の確認 ・家庭訪問をし実際に物品を確認した。
39 自然陣痛発来し入院
40 正常分娩（女児・3，270g／Aps．9点）
表2．看護計画1
看護上の問題点・解決目標 0 T T
＃1．無効な個人コーピング 1．患者背：景 1．プライマリーナースが関わる 1．疑問点は医療者へ話すよ
：日本語による意志疎通が困難 ・年齢　　　　・国籍 う説明する
支援が得にくい環境 ・外国人登録　・最終学歴 2．充分な意志疎通をはかる
異なる文化・風習 ・在日年数　　・来日理由 ・通訳（支援者etc…） 2．マタニティ相談室利用の
↓ ・職業　・宗教　・性格・家族構成　　・家族的役割 ・非言語的コミ・ニケーションの活用・媒体の作成・活用 必要性とその方法を説明
ｷる
・健康状態　　・居住環境 ・相手の反応を見ながらゆっくり
医療従事者と十分な意志疎通 説明する 3．必要時支援者を同伴する
がはかれ直面した問題に自ら 2．支援状況 よう説明する
対処することができる ・配偶者・同居人の有無 3。話しやすい環境作りに心掛け
・配偶者・同居人の背景 る 4．社会資源の活用方法につ
1）医療者に疑問等を質問できる ・肉親以外の協力者の有無 いて説明する
2）家族のサポートが受けられる ・支援の程度 4．家族と積極的にコンタクトをとる ・相談機関
3）必要な社会資源が活用できる ・保健所
4）可能な範囲内で日本の文化・ 3．日本語の会話能力 5．保健指導部および保健所への ・福祉施設
風習に順応できる ・日本語を読み、書き、理解 依頼を行う ・助産施設
できるか ・民間機関（ボランティア）
・話せる言語　・読ある言語 6．必要な社会資源を紹介する ・区市町村役場
・日常使用する言語 ・外国人相談機関 ・地方入国管理局
・助産に対する福祉・助成
4．経済的支援の有無
・生活レベル 7．マスメディアの活用を勧ある
・収入源
8．妊婦の母国の風習・習慣をふ
まえて指導する
9．同意を得たうえで実施にあた
@　る
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表3．看護計画2
看護上の問題点・解決目標 0 T E
＃2．健康管理の変調 1．正常妊娠経過の理解力・ 1．次回定期健診受診日を確認す 〔妊娠初期～妊娠中期〕
：日本語による意志疎通が 知識の程度 る 1．初回健診時定期健診の必
難しく正常な妊娠経過に 要性と健診期間
関する知識・情報不足 2．保健指導に望む姿勢・表 2．触診による腹緊の有無を確認
↓ 情・態度 する（中期～後期の健診） 2．切追流早産の症状・予防
@方法・異常症状出現時の
3．定期健診受診状況 3，出産・入院時の必要物品を実 連絡方法
正常な妊娠経過をたどり出産・育 際に持参してもらい確認する
児へむけて積極的に準備ができる 4．妊娠経過における異常の 〔妊娠中期～妊娠後期〕
〔妊娠初期〕 有無とその徴候 4．電話連絡の方法用紙を渡し、 3，妊娠中毒症
1）定期的に妊婦健診を受けるこ ・切迫流産 説明する ・三大症状
とができる ・切迫早産 ・浮腫の見分け方
2）切迫流産の症状を理解し出現 ・妊娠中毒症 5．筆談を用いる ・体重増加と中毒症の
時医療従事者に伝えることが 関係
できる 5．予防行動 6．媒体・絵を用いる ・食生活による予防
〔妊娠中期〕 ・日常生活の動静 ・妊娠・分娩に及ぼす
1）切迫早産の症状を理解し出現 ・食生活習慣 7．何度も反復して確認する 影響
時医療従事者に伝えることが ・体重増加状況
できる 8．家族（支援者・通訳）と十分 4．出産・入院準備品の説明
2）妊娠中毒症の予防について理 6．出産・入院時の必要物品 なコンタクトをとる
解し行動ができる の準備状況 5，入院の時期
〔妊娠後期〕 ・分娩開始徴候の説明
1）妊婦及び家族が妊娠34週まで7．電話連絡時の状況 ・異常徴候の説明
に出産のたあの必要物品を準 ・徴候出現時の連絡方法
備できる 8．入院時の状況 受診方法
2）分娩開始徴候について理解し ・電話連絡の練習
徴候出現時病院に連絡ができ （日本語で）
表4．外国人妊婦用データベース
1；名前
2；ID3；生年月日
4；国籍
5；職業
6；在日年数
7；来日理由
8：結婚状態
9；外国人登録の有無
10；経済状態
11；家族構成（本人を中心に2親等・同居人は丸で囲む）
12；妊娠・分娩・産褥期の支援状況
　　　1）名前；　　　　関係；　　　　；連絡先；
　　　　　日本語能力；
　　　　　支援状況；
2）名前；　　　　関係；
　　日本語能力；
　支援状況；
言語能力
　1；日本語の能力
　　　　1）読むことができる
　　　　2）書くことができる
　　　　3）話すことができる
　　　　4）聞き取ることができる
　　　　5）日本語の会話能力
　　　　　　a：日本人と対等に話せる
　　　　　　b：日常会話に支障なし
　　　　　　c：日常会話をどうにか話せる
　　　　　　d：片言なら話せる
　　　　　　e：全く話せない
　　　　　　f：その他（
；連絡先；
）
2；話すことのできる言語……c以上
3；読むことができる言語
4，日本で現在日常使用している言語
5；夫の日本語能力
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